166自治体を含む3,627名のタバコ対策担当者様、名刺交換・講演・原稿依頼をされた方
　禁煙推進学術ネットワーク、日本禁煙推進医師歯科医師連盟の会員の皆さまへ（bcc:3201-3267）
　　  　産業医科大学　大和より（転送歓迎。不要の方は「不要」と返信して下さい）

１）喫煙者を採用しないことのメリット
　　某企業の保健師さんから
　　「喫煙対策を推進、特に、喫煙者を採用しない、ことによるメリットは？」と質問がありました。
　　2000年前後から、テナント内禁煙
　　　　→喫煙する職員に禁煙手当、喫煙離席は7分以内
　　　　→喫煙者を採用しない、在籍する喫煙者ゼロ　を達成した事例を紹介します。
　　平成18(2006)年度「受動喫煙防止対策調査研究委員会」報告書に掲載され、以下から閲覧できます。
https://www.jaish.gr.jp/user/anzen/sho/kitsuen/h18repo/mokuji.html

　　テナント　事例３、からも閲覧できる「アクロクエスト」の事例です。
　　2014年の日本産業衛生学会総会のシンポジウムの素晴らしい内容が強く記憶に残っています。

　　「2001年4月から喫煙者は採用しない」が新聞、NHKで取り上げられ、
　　　１．優秀な学生が応募してくるようになった
　　　　前：他社の人事担当者から「学生が来ないよ」と心配された
　　　　後：これまで採用出来なかった優秀層が集まってきた
　　　　　　　　　　2014年時点で社員（80名）の半数が東大、京大、東工大・・・
　　　２．社員の一体感、職場満足度が高まった
　　　　喫煙者と非喫煙者の区別がなくなった
　　　　タバコ離席がなくなった 
　　アクロクエストは当時から「いくらスキルが高くても喫煙者は採用しない」とアピールしていました。
　　令和の若者は、普通〜優秀な人ほどタバコを吸いません。
　　吸わない人を採用します、でまったく問題ありません。
　　在職者への禁煙サポートをいくら強化しても、入職者が喫煙していたのでは喫煙率はゼロになりません。
　　産業医科大学も「応募者は、非喫煙者もしくは入職までに禁煙する者が望ましいと考えています」となりました。
https://www.uoeh-u.ac.jp/Applicant/jimu/_13489.html

２）モンゴルのパッケージ、店頭販売
　　先月、知人がモンゴルに行きました。
　　お土産に「タバコ事情」をお願いしていたところ、添付の写真をいただきました。
　　「ESSE」という銘柄は韓国のタバコです。
　　「Caster」は日本で売られていた銘柄です。モンゴルで生き延びていたとは。
　　4500モンゴルトゥグルクは日本円で約210円。
　　現地の物価からみて、どうなのか？
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